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毎日ナ

彦根長浜

長浜
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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

7

「
多
自
然
川
づ
く
り
」
の
入
門
書

県
立
大
大
学
院
と
県
流
域
政
策
局

県が長浜に人材戦略サテライト
北 部 地 域 の 中 小 企 業 向 け

「映画の街」へロケ地マップ
彦根市シティプロモーション戦略委

門
出
祝
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
明
書

 

長
浜
市
が
婚
姻
と
出
生
時
に

証
明
書
（
Ａ
４
上
質
紙
）
１
通
３

５
０
円
、
婚
姻
届
受
理
証
明
書

（
同
）
同
、
婚
姻
届
特
別
受
理
証

明
書
（
Ｂ
４
賞
状
タ
イ
プ
）
１
通

１
４
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
交

付
は
、
市
役
所
市
民
課
、
く
ら
し

窓
口
課
、
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口

で
。
ま
た
、
毎
年
作
製
し
て
い
る

「
婚
姻
届
・
出
生
届　

届
書
の
書

き
方
・
手
続
き
早
わ
か
り
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
」
の
表
紙
を
夫
婦
と
親
子
の
写

真
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
幸
せ
を

感
じ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

で
地
場
産
業
の
扇
の
骨
が
作
ら
れ

た
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

ろ
を
瀬
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ま

た
川
沿
い
の
止
水
域
は
洪
水
時
に

遊
泳
魚
の
避
難
場
所
に
な
り
、
多

様
な
在
来
生
物
が
繁

殖
す
る
と
し
て
い
る
。

速
い
流
れ
に
は
紡
錘

（
ぼ
う
す
い
）
形
の

体
型
の
ホ
ン
モ
ロ
コ

や
ア
ユ
な
ど
が
住
む

と
説
明
。
さ
ら
に
高

島
市
の
安
曇
川
岸
に

は
江
戸
中
期
か
ら
水

害
を
防
ぐ
竹
林
が
整

備
さ
れ
、
そ
の
竹
材

　

長
浜
市
は
６
月
か
ら
子
ど
も
の

誕
生
や
新
婚
カ
ッ
プ
ル
の
門
出
を

　

県
立
大
大
学
院
（
彦
根
市
八
坂

町
）
と
県
流
域
政
策
局
の
共
同
研

究
で
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
は
じ
め

て
の
魚
の
居
場
所
づ
く
り
」
（
14

㌻
）
が
完
成
し
た
。
県
が
進
め
る

「
多
自
然
川
づ
く
り
」
の
入
門
書

で
、
同
大
学
環
境
科
学
部
１
年
生

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
教
材
に

す
る
。
市
民
に
も
幅
広
く
活
用
し

て
も
ら
お
う
と
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
画
像
デ
ー
タ
を
載
せ
て
い

る
。

　

ま
ず
さ
ま
ざ
ま
な
河
川
用
語
を

解
説
。
「
流
れ
が
速
く
浅
い
と
こ

祝
う
た
め
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
出
生

届
・
婚
姻
届
受
理
証
明
書
」
＝
写

真
＝
の
交
付
を
始
め
た
。
豊
臣
秀

吉
の
馬
印
「
ひ
ょ
う
た
ん
」
や
長

浜
城
、
市
花
の
「
梅
」
を
デ
ザ
イ

ン
に
取
り
入
れ
、
温
か
み
と
華
や

か
さ
を
兼
ね
備
え
た
仕
上
げ
に
な

っ
て
い
る
。

　

戸
籍
の
届
け
出
が
受
理
さ
れ
た

こ
と
を
証
明
す
る
公
的
な
も
の
で
、

子
ど
も
の
誕
生
記
念
や
披
露
宴
の

ウ
エ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
と
し
て
も
利

用
で
き
る
。

　

交
付
手
数
料
は
、
出
生
届
受
理

県
立
大
大
学
院
と
県
流
域
政
策
局
が
作
っ
た
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
「
は
じ
め
て
の
魚
の
居
場
所
づ
く
り
」
の
表
紙

　

県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材

戦
略
拠
点
は
５
月
21
日
、
長
浜
市

高
田
町
の
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
協
議
会
内
に
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト

を
開
設
し
た
。
県
北
部
地
域
（
長

浜
、
高
島
、
米
原
３
市
）
の
中
小

企
業
の
経
営
力
向
上
の
た
め
に
、

各
企
業
の
課
題
に
対
応
で
き
る
専

門
人
材
を
都
市
圏
か
ら
確
保
す
る

支
援
を
行
う
。

　

２
０
１
５
年
度
に
大
津
市
打
出

浜
に
同
拠
点
が
開
設
さ
れ
、
今
年

３
月
末
ま
で
に
支
援
相
談
が
５
１

６
３
件
（
全
国
２
位
）
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
が
１

３
３
４
件
（
同
５
位
）
成
約
す
る

な
ど
、
高
い
実
績
を
上
げ
て
き
た
。

た
だ
、
地
理
的
要
因
や
時
間
的
制

約
が
あ
り
、
北
部
の
中
小
企
業
に

は
県
拠
点
が
十
分
に
利
用
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
に

　
　

相
談
員
１
人
を
計
１
０
０
日

　
　

間
配
置
し
、
来
年
度
か
ら
常

　
　

駐
を
目
指
す
。
同
拠
点
の
黒

　
　

川
幹
生
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
「
も

　
　

っ
と
多
く
の
企
業
に
こ
の
事

　
　

業
を
利
用
し
も
ら
い
た
い
」

　
　

と
話
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

の
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
に
掲
げ
ら
れ
た
看
板 る

。
マ
ー
ク
地
点
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
天
秤
櫓
（
て
ん
び
ん
や
ぐ
ら
）

や
時
報
鐘
の
画
像
が
現
れ
る
。
ま

た
「BA

D
 LA
N
D
S

」（
23
年
）

に
登
場
し
た
築
約
１
０
０
年
の
滋

賀
銀
行
旧
彦
根
支
店
も
紹
介
。
映

画
で
は
特
殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ
が
電

話
を
す
る
シ
ー
ン
で
使
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

彦
根
市
フ
ィ

　
　
　
　
　
　
　

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

　
　
　
　
　
　
　

ョ
ン
室
は
21
〜

　
　
　
　
　
　
　

23
年
度
合
計
で

　
　
　
　
　
　
　

映
画
13
件
、
テ

　
　
　
　
　
　
　

レ
ビ
・
Ｃ
Ｍ
な

　
　
　
　
　
　
　

ど
１
１
１
件
を

　
　
　
　
　
　
　

誘
致
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

【
彦
根
通
信
部

　
　
　
　
　
　
　

・
伊
藤
信
司
】

　

市
民
有
志
で
組
織
す
る
彦
根
市

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推

進
委
員
会
は
「
ひ
こ
ね
ロ
ケ
地
マ

ッ
プ
」
を
作
成
し
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
開
し
て
い
る
＝
写
真
。
彦
根

市
は
①
琵
琶
湖
な
ど
の
豊
か
な
自

然
②
彦
根
城
を
中
心
と
し
た
歴
史

資
源
③
都
市
部
と
の
ア
ク
セ
ス―

―

な
ど
を
売
り
物
に
、

映
画
な
ど
の
撮
影
誘
致

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ロ
ケ
地
を
巡
っ
て
地
元

の
魅
力
を
発
見
し
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
た
。

　

例
え
ば
「
碁
盤
斬
り
」

（
２
０
２
４
年
）
で
は

浪
人
役
の
草
彅
剛
さ
ん

が
、
彦
根
藩
を
追
わ
れ

た
場
面
を
撮
影
し
て
い


